
株式会社　丸庄組

環境経営レポート
（2020年9月1日～2021年8月31日）

２０２１．１０．１

認証番号0003937 



環　境　経　営　方　針
　　（2020年9月～2021年8月）
　　　　　　当社は、現在の社会環境を踏まえ環境への配慮、安全な施工管理、

　　　　　無駄をなくす為の省エネ対策、再利用を考え、決められた工期内に

　　　　　よりよい品質をより安く安全に施工することを念頭において、会社

　　　　　一丸、全力投球で取り組みます。

               ＜環境保全への行動指針＞

                              １．        環境関連法規や当社が約束したことを順守します。

                             ２．        以下について環境目標を定め、実施計画をたてて、

                                継続的改善を図ります。

                                       ①    CO2（電気・燃料）

                                       ②    電気（事務所）

                                       ③    水道

                                       ④    廃棄物（一般廃棄物、産業廃棄物）

                                       ⑤    燃料（工事車両・重機）

                                       ⑥    グリーン製品購入の推進

                                       ⑦環境配慮設計の提案

                   　　　　３．本環境経営方針は、従業員に周知するとともに、外部に公表します。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 制定日　平成２０年　９月１日

                                                                                        改定日　令和  １年　９月１日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　株式会社　丸庄組

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　代表取締役　小堀　猛
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組織の概要

(1) 事業名及び代表者名

株式会社　丸庄組

(2) 所在地

本社 和歌山県有田郡有田川町庄８６０－１３

第２事務所 和歌山県有田郡有田川町庄６８４－２６

第１倉庫 和歌山県有田郡有田川町庄８８９－１

第２倉庫 和歌山県有田郡有田川町垣倉３１－６

(3) 環境管理の責任者及び担当者

(4) 事業内容

土木 ・ 建築一式総合建設業

許可番号　：　和歌山県知事許可　　（特・般－1）　第１９５２号

ISO 9001:2015   取得

(5) 事業の規模

売上高 254百万

工事件数 ４件

従業員数 6人

延べ床面積 4331.19㎡

(6) 事業年度

２０２０年９月１日～２０２１年８月３１日

認証・登録の対象組織・活動

登録組織名：株式会社　丸庄組

対象事業所：本社、第２事務所、第１倉庫、第２倉庫

対象外：　　　無し

活動：総合建設業（土木、建築一式、管、造園、法面、水道、外構及び凌渫工事業）

e-mail　　　mkgumi@skyblue.ocn.ne.jp

代表取締役　小堀　猛

責任者：取締役専務　小堀　亮

担当者：　　　　　　　　 小堀　未智   

ＴＥＬ 　　　　　　（０７３７）５２－４７３１　
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組織図及び役割・責任・権限

・環境経営に関する統括責任者

・環境管理責任者の任命

・環境経営方針の策定・見直し

・環境経営システムの実施に必要な資源の用意

・従業員への周知

　　　環境管理責任者

・環境経営システムの構築、運用

・環境目標・環境経営活動計画策定

　　 ・データの収集・文書の作成・管理

・代表への実績の報告

　　　工事部門・管理部門

・自部門における環境経営方針の周知

・自部門の従業員の対する教育訓練の実施

・自部門の緊急事態への対応のための手順書作成、テスト訓練・記録

・自部門の問題点の発見、是正、予防処置

　　　全従業員

・決められた事を守り、自主的・積極的に環境活動へ参加

　　　代表者（社長）

代表者

環境管理責任者

小堀　猛

小堀　亮

管理部工事部

工事部責任者 小堀　亮

岩本　一起

小堀　都管理部責任者

小堀　未智

小堀　美和
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主な環境負荷の実績

二酸化炭素排出量 ｋｇ－ＣＯ２

一般廃棄物排出量 （ｋｇ）

産業廃棄物排出量 (t)

水使用量 （m³）

環境経営目標及びその実績

ｋＷｈ

ｋｇ－ＣＯ２

Ｌ

ｋｇ－ＣＯ２

Ｌ

ｋｇ－ＣＯ２

一般廃棄物の削減

産業廃棄物の削減

（水道使用量）

＊工事現場の電力等の実績把握や事務所と工事現場を分けるのが、事務体制的に困難な為まとめて計上している。

＊グリーン購入については、事務用品を対象（グリーン購入率（％）＝ｸﾞﾘｰﾝ商品数/購入品数×100）

＊環境に配慮した工事の推進については、工事ごとに目標を設定する（騒音防止、粉じん防止等）

評価

単　位

6,426

42,346

14,908

16,413

基準期間

2012.9.1～2013.8.31

13,552.00

3,923.28

4,526.37

16,837.00

6,525.97

  運用期間

2020.9.1～2021.8.31（2021年度）

92%

○

○38,958

基準値

13,716

15,100

92%

59,912

60

二酸化炭素排出量合計

○可燃・不燃ｺﾞﾐ・空き缶ﾋﾞ
ﾝ・再資源・ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ
ﾍﾟｯﾄﾎﾞﾄﾙ

○

基準年度比

基準年度比

2013年

2013年

2013年

92%基準年度比

2013年 92% 77%

指定業者へ持ち込
み搬入(t)

ｔ

㎏ 544 500 417.90

6,099

項　目

9,102.01

　実　績目　　　　標

基準年度比

項目

○

 購入電力排出係数：0.334ｋg-CＯ２/ｋWh    ガソリン：2.32ｋg-CＯ２/L    軽油：2.58ｋg-CＯ２/L

環境に配慮した工事の推進

×60グリーン製品の購入(%)

○

2013年

30,465.38

騒音防止・ほこり
防止

水質汚濁防止等

75%基準年度比

○

騒音防止・ほこり防止

水質汚濁防止等

42

工事ごとに重点目標
を設定する

m³水使用量の削減 561 516 420

65,122

61%

92%

電　　　力

ガソリン

軽　　油　

40%

58%

5,611 109.00

基準年度比 2013年 92% 2%

23,557

7,868

21,672

7,239

5,912

2020年

28,384

481

230

361

2018年度

36,653

473

1,585

387

2019年度

35,877

470

644

365
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環境経営活動の取組結果とその評価

数値目標：〇達成　×未達成
活動：　　　◎よくできた　〇できた　△あまりできなかった　×できなかった

達成状況

数値目標 ◎

◎

空調はこまめにﾌｨﾙﾀｰを掃除し、適正温度（冷房　２８°以上

暖房２０°以下）に設定する

OA機器は節減ﾓｰﾄﾞへ切り替え、不使用時には電源を切る ◎

◎

達成状況

数値目標 ◎

◎

急加速、急停車の防止、法定速度運転 ◎

アイドリングストップの徹底 ◎

車両、重機の日頃の点検、整備を入念にする ◎

低燃費車への切り替え（購入時） -

達成状況

数値目標 ◎

USB保存を基本とし紙での保存は必要な場合のみ ◎

ミスコピーは裏紙活用する ◎

プラスチックはリサイクルへ ◎

分別回収の徹底 ◎

達成状況

数値目標 ◎

資材の適正発注 ◎

産業廃棄物は指定業者に１００％搬入 ◎

達成状況

数値目標 ◎

節水呼びかけ ◎

節水シール貼り付け ◎

達成状況

数値目標 ×

グリーン商品の積極的購入 ○

達成状況

作業の効率化 ◎

作業ミスの防止 ◎

周辺への騒音・振動に配慮 ◎

水質汚染防止 ◎

電力による二酸化炭素排出量削減 取組結果とその評価・次年度方針

昼休み及び不必要な部分の照明はこまめに消灯・減灯する

◎

取組結果とその評価・次年度方針

水使用量の削減 取組結果とその評価・次年度方針

工事内容で左右されやすいが、目標達成
できていた。次年度もこの調子で取り組
む。

概ね計画通りすすめらている。次年
度もこのまま継続していく。

現場周辺安全確保、環境に配慮しな
がら作業できていた。次年度も継続
的に取り組む。

環境に配慮した工事の推進 取組結果とその評価・次年度方針

工事内容によって左右されるが、今
年度は軽油の使用料が例年より少な
かったので、目標達成に繋がった。

全体的によくできていた。感染対策と
して、定期的に換気をしたが、ひざ掛
けや、足元のヒーターなどを利用して
うまく節電できた。

例年、節水は問題なく目標達成でき
ているので、次年度もこの調子で取り
組む。

目標達成はできなかったが、コスト面
でｸﾞﾘｰﾝ非対応を選んでいるので、
原因ははっきりしている。

省ｴﾈﾙｷﾞｰ型の電化製品・電球にする（購入時）

燃料使用による二酸化炭素排出量の削減 取組結果とその評価・次年度方針

車輌はﾀｲﾔの空気圧を空気圧を適正に保つ

グリーン製品購入の推進 取組結果とその評価・次年度方針

一般廃棄物排出量の削減 取組結果とその評価・次年度方針

産業廃棄物排出量の削減
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環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果、並びに違反、訴訟の有無

法的義務を受ける主な環境関連法規制は次の通りです。

適用される法規制 適用される事項（施設・物質・事業活動等） 遵守評価

廃棄物処理法 収集運搬許可証、委託契約、マニフェスト管理 ○

建設リサイクル法 解体工事、再資源化促進 ○

騒音規制法 特定建設作業届 ○

振動規制法 特定建設作業届 ○

浄化槽法 浄化槽 ○

家電リサイクル法 特定家庭用機器 ○

フロン排出抑制法 重機のエアコン 〇

環境関連法規制等の遵守状況の評価の結果、環境関連法規制等は遵守されていました。
なお、違反、訴訟等も過去3年間ありませんでした。

代表者による全体評価と見直し・指示 2021年9月30日

ｸﾞﾘｰﾝ製品購入以外は全て目標達成できた。今年度は工事件数が少なったことも関係していると思わ
れるが、エコアクションを導入して10年以上経ち、節電・節水等、節約の意識が根付いているように感
じられる。目標達成することで、環境にも良く、経費削減にも繋がるとゆうことを念頭に今後も、従業員
一同で取組むように。


